
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC 6 月第 3 例会 (2011.6.21) №2901 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

(2) 樋熊 紀雄会長挨拶 

「一年間のご協力に感謝して」 
次週が本年度最終例会ですが、納会ですので、今日は皆さ

んに退任のご挨拶を申し上げます。 

 １年間、皆さんには大変お世話になりました。先ずは感謝と

お礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 この年度は、新潟ロータリークラブ創立 70 周年後の 1 年目と

してとらえ、先輩諸氏が積み重ねてきました奉仕の精神を少し

でも続けることができればと考えソフトランデングで臨みました。 

「入りて学び、楽しみ、出でて奉仕」と、例会を通して学び、親

睦を深めそして奉仕活動を実践しようと考えたところです。 

 今年度をスタートするに当たり、小山副会長には朝に夕にと

教えを乞いご指導いただきました。石川幹事には、副幹事の

分まで業務が増えて、例会の運営、諸事の打ち合わせには、

時を厭わず、ご協力いただきました。役員・理事の方々、クラ

ブの管理・運営に大変お骨折りいただきました。平成 23 年 3

月 11 日に発生した東日本大震災後には、度重なる臨時理事

会にご出席いただきご議論いただきましたことに改めてお礼を

申し上げます。 

この未曽有の大災害は、長い期間の支援になることと思いま

すので、次年度に引き継ぎますし、ご協力のほどお願いしま

す。また、青少年育成基金の運用には、拙速にならないよう実

のある方法を目指して、取り組んでいくことが必要と考えていま

す。 

年度開始に当たり、各委員会の皆さんには、それぞれ沢山

のお願いを申し上げました。当初計画された事業は、ほぼ実

施できました。 

 私自身の都合もあって、第4週は、夜例会としました。一日の

仕事が終わってからの例会を考え、ワンコインでアルコールを

用意しました。例会の最中、特に歓談の声もなく真摯な対応に

感謝いたします。この例会後のクラブイタリアにおける談笑は、

ファイヤサイドミーテングとまではいきませんでしたが楽しい一

時で、親睦の効果十分であったと思います。今年度は家族委

員会を組織し、親睦委員会と協力し、ご家族にロータリーを理

解していただこうと、この夜例会にはご家族の参加を呼びかけ

ました。残念ですが、参加は限られておりました。少し心残りで

す（ロータリー家族として捉えることが大切）。 

 クラブの活性は、会員の増強と考えまししたが、6 月末では、

スタート時点より1人減となります。しかし、7月には、10人程の

新会員を迎えることになると思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 例会の会長の時間には、ロータリーを理解するための話題も

取り上げましたし、卓話では、ロータリー推進月間の課題を取

り上げていただきましたが深まりましたでしょうか。 

 親睦委員会は、通年の事業の他、会員間の親睦を深めるた

めに昨年から前橋ロータリークラブとの親善野球大会、実現し

なかったのが残念だった親善ゴルフ大会と沢山の親睦事業を

展開していただきました。お礼の言葉もございません。 

 例会の出席が低下傾向のためと、他クラブとの友好・親睦を

高めるために、市内クラブのメークアップ料をクラブで負担す

ることにしました。まだ、理解不十分でしょうか。出席率は、強

化月間にはアップしましたが、年間を通しては、低くなってしま

いました。 

 職業奉仕委員会が作成した「社是、社訓」の冊子は、事業の

目指すビジョンが汲み取れ事業展開の参考になることでしょ

う。 

 社会奉仕委員会は、複数の地域奉仕活動に取り組み、ＩＡ委

員会の献血キャンペーン活動は、初めて古町モールで開催で

きました。事務局大倉さんのご協力により開催マニュアルが作

成できましたので、今後キャンペーンが円滑に進められるもの

と思います。4 月には「自殺について―心の叫び聴こえますか

―」と題し公開シンポジュウムを開催しました。大震災後ではあ

りましたが、時を得た内容であったと思います。 

国際奉仕委員会では、香港島東ロータリークラブと間にＷＣ

Ｓプロジェクトを成立することができました。香港島東クラブに

行けなかったのがとても残念です。 

ロータリー財団、米山記念奨学会、青少年育成基金、そして

東日本大震災へ、会員の皆さんの沢山の浄財いただきありが

とうございました。 

本来は、事業開始前に会員の満足度アンケート調査を実施

すべきであったと思いますが、年度終了近くになってしまいま

した。結果の集計は皆さんにお届けしましたし、評価は例会で

報告いたしました。次年度の運営に参考いただければと思い

ます。 

ロータリークラブ事務局の皆さん何時も温かく迎えていただ

きありがとう。 

改めまして 1 年間ご指導、ご鞭撻ありがとうございました。

2010～11 年度 
国際ロータリー会長 

レイ・クリンギンスミス 

2010～11 年度
新潟ロータリー会長 

樋 熊 紀 雄 



(3) 新会員の紹介 

 

 

 

 

日本興亜損害保険㈱新潟支店の鈴木と申します。震災の

影響で赴任が遅れ、本年 4 月 18 日付で東日本大震災の

被災地である福島県より着任いたしました。昭和 57 年入社

以来、滋賀を振り出しに静岡、東京、茨城、大阪、再度東

京、名古屋、福島に勤務し、今回の新潟勤務は初めてとな

ります。まだスケジュ－ルに追われる慌ただしい日々を送

っています。また、単身赴任生活も今年で 14 年目に入り、

身近に家族がいないのが、お互いに当たり前のような生活

に慣れてしまっています。新潟での単身生活を、生活習慣

病の注意しつつ、謳歌したいと思っていますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

(4) 菅 俊秀君退会挨拶 

 

(5) 会員スピーチ「公認会計士とは」 

あずさ監査法人北関東事務所 

新潟オフィス責任者 西村 克広君 

 

 

６月２８日のプログラム  

 納会例会 １８：００より イタリア軒 

 

 

 

 

 

 

日本興亜損害保険㈱ 
新潟支店支店長 
鈴木 孝佳 
2011-12 年度 広報委員 


